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中関における紙鰐乱行の状況

木 毅‘

Paper.CUfr.εndes ln China 

Takeshi Miki 

Abstract 

This paper aims to explain the complex巴d condition of issuing the 

currencies around 1930 in China. 

Befor巴 thesanction of the New Money Act of 1935， Bank.notes com. 

puted about forty， except oth巴rvarious Private Not記sissued by indiv iduals， 

companies， Ch op. banks， etc.. 

What was the real cause of such a confusing condition? 

The most dir邑ctreason was that Military Factions held their ground 

in th巴 province. They made arbitrarily provincial banks to issu日 the

currencies， which w巴retheir most important treatment to exploit farmers. 

開 題

近代国家において3 貨幣の製l~jおよび発行の権能は3 いわゆる造幣大権 (Munzhoheit) と

して国家の千に帰属1するのが通別である。については， たとえば一八四四年の英蘭銀行条

f~J， 一八四八年の法菊西銀行条例， 一八七五年の:J!t!逸銀行条例， 一八八二年(明治一五年〕の

日本拠行条例のやうに， 中央銀行をして杭一発行せしめるのが一般となっている。

中国は'八三五年(民国二四年)新貨幣訟を公布するまで， 多数発行告1]をとってきているO

しかし中国の多数発行詰!Jは統品発行制の過安的意義をもっ， たとえば一八六三年の米国国家銀

行条例， 一八七二年(明治五年〕 の日本国立銀行条例にみられるやうな，法制上確立された基

礎に立つものではない。中国とて祇幣統一発行制の世界的傾向にあえて逆行するものではなく

.~)LO四年(光緒三一年〉の試耕銀行条例， 一九~O年(宣杭二年〉の先換祇幣条例において

十分うかがし、知られるように， 一貫Lて統一発行市!jを指向しているの

したがって多数発行制は必ずしも適法ではなし、。中国において，多数発行制由訟でないと

いう， そのことm体 が 紙 幣 の 乱 行7こるゆえんを示すものである。
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H 紙瞥発行 の 沿 革

清 における紙幣発行

一六四八年 (JI民治五年)，清は銀、貫の制を立て，はじめて紙幣を発行L.，三年にして停止し

た。清以前，唐に飛銭，宋に交子および会子，元に宝紗，日月に大I羽宝紗があり，乱発され減価

し大患を招いている。 清は歴代の銭禍にかんがみ， 紙幣発行にきわめて使.重で， 一八一四年

(嘉慶一九年〉薬之定が紙幣発行を提議したが， r為妄言乱政者」として救戒されている。1

しかし一八五三年(戚宝三年〉軍費の浩繁から，ついに銀票，銭票を発行した。銀票，銭票は

私商組識の官銀号，官銭号によって発行され，近代銀行の先換券に類似するものであった。

一八九七年(光緒二三年)中国通商銀行が設立され，先換券を発行したQ 中国通商銀行先換

券は，中国における銀行免換券の鳴矢である。一八回二年(道光二二年〕の関口以来，外国銀

行の進出があり，外国銀行の先換券は各関口市場において大いに流通していたJ 当時中国朝

野に近代銀行を設立し，先換券を発行し，幣告Ijを確立しようと才る強い輿論があり，中国通商

銀行はこう LTこ輿論の中に開設された中国最初の近代銀行であって，貨幣鋳造，先検券発行から

国庫業務の取扱におよぶ広大な特権が附与され，八九六年(光緒二二年)における盛宣懐の

奏議に明かな通 1)，中央銀行に探せられるものであった。しかし中:央銀行は別途に設立され，

中国通商銀行は与えられた特権にもかかわらず，いわゆる商業銀行であった。おもうに紙幣百L

行の兆はすでに在華外国銀行の発券に認められるが，その端緒は中央銀行の設立以後における

中国通商銀行の発券にある。中国通商銀行の発朱は，国家銀行Jj}トの各f:重銀行における発券の

先例をなすもので、あった。

一九00王子(光緒二六年〉の義和田事件，一九O四~五年(jフ

は中国に民族的白覚を促しし，それにつれて幣制統一の機運が高まった。

一九0四年(光緒三O年〉試騨摂行章程が作られ，中央銀行の職衰を幣制整理，価値劃定にあ

りとし，中央銀行による幣制統ーを要望した。かくて一九O五年(光緒三一年)戸部銀行の設立

をみた。しかし一九O七年(光桔三三年)設立の交通銀行は，いわゆる興業銀行であるにもか

かわらず発券を行い，戸部銀行と双生児的存在となった。このことは従来からとってきた発赤

権集中政策の豆大な変質を意味しているO 統一政策は1r--~国家銀行市!Jから多数国家銀行制へ移

行したものとみられるからである O しかしこの変質は潜在的なもので，表面ではなお一貫して

単一銀行集中市jがとられているの一九O八年(光結三四年〉戸部銀行を大清銀行に改組したの

は，中央銀行として大清銀行を強化し，発権雰をこれに杭帰せしめようとしたためで、あった。

l 張家騒， 中国之幣市1]， P.35. 

2 張家牒， 上招書， P.3ラ.
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戸部銀行券は正貨準備を三C)%以上とし北洋官眼局で印刷することとなっていた。大清銀

行券も自国製造の原則から，一九C八年(光祐三三年〉戸部の奏請にもとづき，北京に印刷局

漢口に造祇蹴を設置すべく，巨費を投じて工程を進めたが，造紙は早急に成功せず，原択の大

部分は米国から購入された08

一九一0年(宜続二年〉先換紙幣則イタjが公布され3 統幣発行権を中央銀行たる大清銀行に帰

属させ，銀行，官銀銭号の発ま去を禁止し，既発行の祇幣は大清銀行券を以て回収することを規

定した。これからようやく紙幣発行が厳重に取締られ，発券銀行の整理がjまみ，発券格統一政

策はとみに強化されることになった。

ニ.民国における紙轄発行

一九~--年(宣続三年〉革命となり，中国は国体を変じて J帝i!J1jから共和制となり，清朝が亡

び，中華民国が発足した。

一九一二年(民国元年〉中国銀行は，大清銀行の行跡に設立され，中央f銀行としての業訪を

開始した。

民国革命は中国統‘を完成せず，南北の対立抗争となり，軍閥~frj拠 Lて大1ゾ、に秩序が古しれ，

幣制の空白に乗じて各省の官銀銭号の紘幣、発行が扮扮と Lて行われ，とくに広東，凹}il，湖南¥

湖北，江西の各省においてはな1だしい乱行を現出した 04

一九一三年(民国二年)-1三:月各省官銀銭号監理宮章程が公布され，各'rJ:iの紙幣発行を管督

し一九一五年(民間四年〉十月取締紙幣条例，ついで一九二O年(民国九年〉六月修正取締

紙幣条:Yiiが公布され，中国，交通の二国家銀行を除く銀行，官銭号の発券を禁止し，既発の

紙幣については，営業期恨のあるものは営業規浪までに全額団収，営業期限のないものは期日

を定めて回収し，党換券発行準備を正貨六C%，有価証券四8%とすることを定めた。さらに

紙幣統一策としての領用党換券騨法が規定され，正j員 l~O，9;'，公長三0，9;'を準 ùr主として一般銀

行に中国銀行券をf賞用することを認めた。

取締紙幣条例の公布は，発券権集中について複数国家銀行出!の採用を明確にするものであっ

て，これに単一国家銀行自IJへの過渡的制度としての性格をもたせるものであった。

取締紙幣条例によって発行紙幣の整理が行われたのであるが，一九一七年(民国六年)以後

軍関支配の各省は軍費を調達するため， I日券処理を理由に，相ついで官銀銭号を銀行に改組L

て新券を発行した。修正良締紙幣条例の公平riはこうした事態に対して行われたものであるが，

取締の効果がなく，有名無実となった。

3 1長絹顔， 'P国金融論， P.79. 

4 民家康， J二j渇き， P .37. 
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りし二O年(民国九年)，一九二ー一年(民国~O年)銀行公会連合会から幣{j;1j改革について

建議があった。これよりさき一九一九年(民国八年〉銀行公庫党換券条例が;fjiJ定されている。

いわゆる公庫制は地方銀行公会合組の公庫から公庫先換券を発行し，こわしを各銀行に偵用させ，

あわせて地方銀行の監督を強化しようとするもので，多数発行，'[j1Jから集中発行制への過渡的折

哀制度であった。一九二三年(民国 A二年〉公庫大制，さらに新たに銀行公庫先換券条例が制

定されたが，いづれも実施されなかった。 しかし公庫告Ijの変体として連合発行準備庫が現出し

中南，大路，塩~~，金城の発行集中機関として iflJ行準備庫が組織された。

一九二四半(民国一三年〉中国銀行と上海銭荘←i叫i家の悦用契約が成立し，領用;jm度は銀行

から銭荘に拡大された。

一九二七年(民団一六年〕南京国民政府が成立L，統ーに不可欠の要宗である全国統ー

を実現した。

づL二八年(民団」七年〉十一月中央銀行が設立された。 rjl央銀行は先換券売行，国庫経理，

公債募集，国幣鉾造および発行の;可権をもっ国内最高の金融機関であった_) t: r"~夫銀行の職権の

うち，紙幣発行はもっとも重要な事項でらって，九二八年〈民国一七年〉十一月公布の中央

銀行先換券章程においては允換券発行組織を重視し，中央銀行に営業，発行の二局を設け，先

換券発行を他の銀行業務から完全に独立させ，発行準備を六口がの正氏，四0%の有価証券と

する，いわゆる比例準備訟を採用し，準備の集中を行い，準備を去[出し，十日毎に発券額と準

備金額を公表する刷新的な発券方法を明かにした。

中夫銀行の発足に伴い，中国，交通の二国家銀行は，改組されてーは国際為替銀行，他は興

業銀行として再出発したが，発券権i土取消されず，各種銀行，官公:銭号もまた依然として売な

を継続した。

中央銀行は--Jl，五元， -+51:，五十元，百7この主幣券の外に，市民に応じて輔幣券の発行が

認められている。他に一九三O年(民国一九年〕 一月創始された海関金単位制度 (Customs

Gold Unit System)にもとずき，ーイL三一年ぐ民国二O年〉三月から全部金準備の海関金単

位先換券 (Bank-notesill C. G. U. )を発行している。

一九三守二(民国二O年)八月銀行先換券発行税法が去社iされ jミ靴、注，約幣券をとわず，

杭幣発行は六Oガ以上の正貨準備，四C)3~{，の保証取討を~.嬰とし保証準備発行に対して，

一.二五がの発行説を徴収することを規定した。鋭行先換券先行税法は，多数先行市!Jを認容し

集'1'1発行古1]に矛盾するものであるが， i江幣%行の利益を湖南!L，発券を内郊的に抑圧し，国家

銀行における発券の優位性を値:¥[L，国家銀行の抗告!j力を強化した点におい νて1ft要であった。

一九三Ti.;ド〈尺国二叫年)-I'--Jj J日経令がこ三社Jされ， qi夫， r[lf正交通の L国家飢行に発

話、を集中し既先行の以券な中犬:f日TJ: ;tj によって[t!litえすることとした。この改~r:~fl は，いうと

(2ci6) 
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ころの統一発行:fjIJを前ιしたものではないのしかし中央銀行先説者:の全国・律背発行税の

免徴を認め，中央銀行による発券涜ーの企闘を明確にうたっている。

置涜謹紙瞥の種類

中間の 1;0;幣は，幣 ~í!l，憤?ι子， fp.ttf.，発行摂津，発行地点等から種々の区分ができる。その区

分にしたがい，/;守色あるものについてのべれば次の通りである。

-主将?券と輔幣券

幣古1]上における本位貨幣と抽出質問与の区分に類似する"-;/LOじ年(光緒三三年〉の戸部奏

定によれば -n 

九一四年(立杭二年〉の則例には「一元為主幣，五角以下為~古幣，以 1-進」とおり主彩、と

純幣の概念を明かにしている。

一九 4 四年(民国三年〉公社:の国洛条例には幣ばその額に制限なく適用するが「五f可

愛日幣毎次授受以合--:-jU:J，[付二二-二;二:仔角i--イf戸角f可10.卸lJ

i貨2常幣幣:子、でiあゐる。しかし事実上相惨は?忠告!]盟十こ流通する独立の貨幣であると見倣されている。 Lた

がって実際において主幣を本位貨幣，明幣を:間功11ti存とすることはできない。一般に主幣は銀
ニッケル

両，ま[ミ疋の高額貨幣，持Ij常、は角，銅元， ffil]銭，諒幣の小額貨幣についていわれる3

::Uiり主にはj;f!問、票 7t票があり，銀行交換券の多くはこれである。

将こは釦fTj村貯な，出jjま票，銅jl票があり，その多くは各省市立保行，官銭号，私人

によって発行され奈乱をさわめているo 銭ば古く居にあり，宋以来通宝とよばれ，後にilll]銭

と名付げられたち請求問価の高騰から;出銭の鋳造が減少し流速;問銭の溶{とが行われ，大いに

その流通担を減少した。銅元は銭の不足を補うため，一Jl.OO年(光絡一六年〉広東省にお

いて鋳造されたのがはじめで，第」次中市j銭の外流を機に乱造されたυ この間地方財

政の窮迫から告!]銭票，銅疋の紙券l土赤字ま〔済手段となり，乱発されて1段、価のはなはだしい依

詐1::YU ~、た。たとえば一九二三年(民国・二年〉ころ済南市における錦元票発行機関は一千以

上J 徐州jtにおいて;土訂銭局を除き十七家，しかも二十丈の釘元票は二分されておのおの十文

の銅元票として流通Lたとしヴ。棉幣券のおもな使用者は貧民，平犬， 日居，小売業者苓の下

層階級であってI民間干の減伍によって生計に国をきたし飢寒に死するものすら生じその与

える影響はきわめて悲惨であったoG

5 {~走、{111 ， 設問i将幣問題之総討， 央小m嗣 ，1，同質問向悲E宮前， PP.2斗-(---248. P.252. 

王汲f出， ~! 1 r主!金融白木論， P.128. 

文民~L:， T文釣， 整理!14H~も ブ'j]!具~，IE侃間， f)!凶王子治研究) ([:)， pれ 782--784.
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縄両粟，銀元葉，錦先罵，海間金単位券

銀両京:は清ヰミの官銀号，外国銀行によって発行され，中国近伏銀行としての発行は中国通商

銀行がはじめである。しかし中国連商銀行の銀両票発行は一九三二年(民国二一年)，他の銀

行のそれは一九三三年(民国二二年〉の際jiIii改7し後全面的に禁一止されている，)-jif;jは一九一四

年(民国三年〉の国幣条例によれば純銀三七.三0一グラムに結(，Jき，一両は十銭，一銭は「

首，一萱は十三善である。

銀Je票は中国通商銀行以後近代銀行のほとんどによって発行され，流通紙幣の大部分岨土これ

である。)づ亡は国幣r去三{列jで(土純銀二三 tL七七九五O四八グ、ラムでil-r.~}さわし， -_. JLは[̂ fij， _^  

fflは十分である。

釦元票は丈を単位とし， -I:'j‘文を一市，十中をー吊といい，二「文が-]ifu，TT文がづLに結{、J'

〈。ただしこの計算は原理的なもので，文¥元，両の換算は各地で異なっている。

話j明金単位券 (Banknotesin C. G. U.)は海関金単位制度iこもとづぐ杭幣で rll央銀1jー

から発行され，一海開会単位は純金六0一八六六グラムである。

=:. *地裁と他地ぎま

本rtJ~， ノよí'rii銀行券，官銭号券は，その性格上，当然流通区域が限定されることはし、うまで

もないυ 全国的に営業機構をもっ国家銀行.私自'各種銀行の発行券も，いわゆる分区発行自]1こ

よって，先換券の無制限流通は一定地区内に限定されている。 したがって木地券と他地券は厳

密に区別され，相互の先換にさいしては，打2とがわふわれる。

四. 政府紙幣，銀行努，紅葉

政府紙幣の発行はほとんど行われない。ただ地方宵I行財政庁の完fI述、があるが，その:置は少

なく，流通区域も発行省首ーiに限定さわしている。

銀行券は流通紙幣の大宗で，通貨の犬部分をしめている。 現行券?土，その発行機関の性格か

ら国家銀行券，私営銀行券，信市銀行券および外国銀行券に旬、げられる o(_)

国家銀行には中央，中国，交通の三行がおり，その発行券は最も信用厚く，発行額多く，三百ー

辺1']1，]な流通地域をもっている。

私営銀行で発券?告をもつものに回行準i首席(中南，大陸，塩業，金城〉， ELi国実業，中国通

商，中国農工，中国墾荒四明，湖汀;興業，良ill'i.大中，北洋保商，辺業，四川美豊，福建東

南等がある。

国家銀行および私営銀行は，いわゆる分区発行1111]を掠用 L，各地区分行は独立に発券を行¥，、

6 校間計三， 我田支能辞任管理運賃乎， 呉'-j'拝]編， r.!r国i引1-r河題主論， P.37久
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克行準備を保管し， lJal公J換を地域券に限定L， .1F_ヒには発行地名を記載しfl!l)股只主主と区別

している。このため同一銀行券においても流通区域を異にすれば，先換を必要とし，先換にあ

たっては打歩を生じるのi尾市をおこしている。打歩はーが他に対する減価の表れでおって，

打歩だit，-}jがj買失を蒙むることになる。たとえ打歩が数分，数毘であっても，人iそのうけ

る打撃は計りしれない。銀行券は流通貨幣の大部?をLめ3 その流通の昔辺と影響の広速は他

の紙幣と同日に談じがたく，貨幣問題の中心をなすものであったJ

省rti銀行で発券権を有するものに広東省，富i演，中国農民，湖南省，湖北省， jliiS:lt者p 広岡，

i折江地方， Lij西省，広州市立，寧夏省，険北地方，江田裕民，四川地方，南呂市立，河南農工，

江西建設，青島市農工の諸行がある。告、市銀行券は地方官銭局，財政庁の紙幣とともに通常省、市

紗といわれ，祇幣の椅類に銀河票，銀元票，主主洋票，銅元票，品l]銭票があり混乱をきわめてい

るし8 省市銀行の発券動因は，信用を確立するというより，むLろ充券によって宮市財政を救

済しようとするもので，討市財政庁は赤支:間~\'i;の手段を専ら印刷機に求め，政治i'i'J軍事的権力

によって紙幣の流通を強制した。乱発と準描移用によっ』て允換不能となり，幣価下落L，しば

しば金誕恐慌を引起Lた。たとえば一九二O年(民国九年〉江西銀行(資木金五五万元〕の一千

四百万元3 一九二五年(民国一間半〉河南省銀行の二千万 JtJ 一九三 -_.~年(民国二c~n 吉良

銀行の九千万元，山西省銀行の一億元等の不換{とがあり，山西省銀行券の整理に当って紙幣:

十)Lはわずかに銀幣一元と先換，雲南省券の旧券五]己は新幣一疋と先換された09 I私幣の弊

は雑にあり省、干行動の弊は濫にあり」といわれる。省、市紗は「以紙易紙」が頻繁に行われ，その

流幣の深く 3 銭禍の烈しいことは私票も遠く及ばない。10

外国銀行の発券は東方摂理 (Banquede l'Indo-china)朝鮮， 台湾， i医豊 (Hοngkong

and Shanghai Banking Corporation)，麦加利(CharteredBank of India， Australian 

and China)， lE金， 華比 (Ba立queBelge pour l'Etranger) ， 有利 (Chartered

Mercantile Bank of India， London and Chin3) ，花旗 (NationalCity Bσmk of 

New York) ， 徳華 (De:1tsche-AsiatisheBa:nk)の諸行にあり， 他に外華合拐の華俄道

光(BanqueRusso-chinoi.se)，ヰ!法工商 (BanqueFrance Chinoise pour 1e Commerce 

et l'Industrie) ， 中華j医業 (ExchangeBank of China) ， 華義(ItalianBanl王 for

China) ，中華怠業 (Chiness-AmericanBank of Commerce)の発券がおる。 外国銀行

の発券は遠く清末光緒f帝の時代で，当時中国近代銀行券の流通なく，京師に官銀銭号の~H票，

7 楊蔭i恥 中国金事le研究， PP.42-43. 

8 楊蔭j専， 銀潮中吾国間持現状及共応変政策， ~~íJ、甫編， 中間賃料?苅思議論， P.222. 

9 楊蔭滞， 上掲論文， 呉小甫編， J二掲者， PP.221-222 
呉承稽， 中国拘銀行， PP.138-139. 

10 楊蔭i専， J二国論文， 呉小正絹む と掲ー吉， PP.221 -222. 
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に流通したコ 外国銀行の発券は数量的には;予として少くなかったが， 流通が樋界をrjl心とし，

普辺的な流通をみることはなく，一九三二年(民国二」年) 1--月以箆任意発行を停止してい

る。11

私票、の発行はあまねく全国地域に行われ，その発行機関は数を知らない。たとえば江両省に

おし、て調査二:+県q-_)私票流通「六県，安ミ再会号、におし、て全有 j-六県仁p私票流通十県，快丙当日南

部十一県にん十余障の私京があり，江西i守:立春L13に八去の私票発行機関があったといわれ，

その盛行をうかがし、知ることができる。121，::[，票は元米地域社会の必、要に応じて発行されるもの

で3 それだけに民生と深く結付いてをり s そのます影響はしナこがって深く 3 恐慌の招く民衆

の苦痛， i員夫はきわめて大きい。地方政府の私宗に対する措置は消極的に取締るか，あるいは

積1霊的に援助するかのいづれかであって 3 中央政府もまた徹佐的な対策手段をもたず，地方金

融が私票によって支配されるのを坐視する状態であった。13

中国紙幣の区仔が多岐にわたって行いうるのは，祇幣流通が複切?な託f!i'.であるο その複雑を

表現する第 J は多数発行先U，分区発行制洛:は単位の不統ーで必る。乱発p 為日[，準備移m

#11開:位発行，見換停止，流通告!J限守がこれに伴って現出 L，nえまの申立!逝，産業の，金高!の

安定，只生の向上に並大な告IJ約を与えているのである。1壬

N 紙幣の流遇量

中国では充行の機関を異に L，幣乙をJ更にする推多な祇幣が流通しているため，そのi:il:

通額を会11ることはきわめて困難である。

銀行券については，使用にたえる統計もらり，大よその計算♂がで士るが，私思についてはほ

とんど計数が花、可能である。私票は，たとえば a 九三三年(民国二二年〉 十三月i'r蘇省、徐州f1T

における七票号の私票二百余万串，広東省~ili頭市における紅先公所行公会の4'H銭業の毛LPJJ

間百万元が巨額といわれ，当時者市銀〉が・億元から一億五千万三と推計されてL、るのからして

大体一億冗以内と考えられるが，いづれにぜよ推iJlijの域を出ない。lG

国家銀行，私営銀行，布市銀行のう~~ま額は次の湿りでおる。10

11 張家捜， 中国之幣制， P.35. 

劉子文， "1-'国貨幣白(-統一問題， 呉小市制， 中国貨íll~問 fi民主的， P_ 262ω 
12 楊蔭1百九 上指論文， 美小甫編_I:掲:聖， PP.218-219. 

13 i~蔭海 上掲論文， 呉小雨編， 上渇言， P.219. 
14 仁林， 幣市!j統一与'戎国認済， 中央経済万引j， 第二芯涜七号.

!日 楊蔭湾， <%R漸中音同紙幣現状]え其応変政策， 呉小甫爾， _I二馬主 P_218.

16 中凶銀行経済研究室， ，1'白紙幣発行及其流通状況之解剖， 1+]{-]'刃干Ij， 第~--~1 ZÍ=~二Jt!].
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l:竺γfγη「ι汀ζF岬下「廿τ「「刊一寸T司寸丁77lτ可百?r寸町;r訂J弓73芯τF空司肯777lf昨?τ古E釘寸ア円τFFぽr
3汚3，761ん， 6位26判i1円与， 69舛4，60ωJ 4， 70ωヲ， 6ωO∞O川I 2，91ロ2，0∞JO恥 7九， 08総8，9引17引 5，22幻1，0∞00引| 一

39，雨J

一=記一iL以己云i一1:ムJ♂i土と苧:7土とと， 5土記」土己主止己二:::ヰ

!「てE干王司|下E戸ト壬白?ι三正三王王J弘ι:弘戸片竺rr777F:E|J望一よ哩r恒恒雪f下I-!~民 号よ片
~，て

I 1しリ刊，5刈宮引lω0，パ4刊C∞D川| 刊日O川 2，7刈7πB町 O白3刊l刊

3王己五石，2五不;戸石;FiE:子L壬l干円三hち証~OO日 子主子仁百子ι..-三L一争276，5竺矛，5空正副ι豆雪F円j日[凪1，8竺竺41，1同36 6 

i 川口7，75oI 6，075，050 4，叫 452 6，3的 988I 3パ叫 8191 3，239，291 2，024，68ラ

1，813，000 

四川美豊!天 t~ 辺業

- 1，135，500 

1，045，691 96引 00I 

537， ~91 488， 100 I 

福建東南

656，000 

2与え日CO

352，ラ70

香港国民|青島市農民|総 計

一! 十 4竺竺竺1
16，144 8，1981575，切， 247

18，281 9，283 i 6ラ3，529，756

戸号Trマ(百五てI__，u.~_!~!~_I 
m一日05 1，山8 一 二
263，2お 217，0621 211，4141 134，4051 

2内 131 ふ示。| 丸一| iiFhJ| 

([t) 中国銀日調査を転載したが，各年認:討が得銀行の1f:n.と一致しない。

確認できないのでそのまま使用LたQ
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外に絞西空業，晋松地方訣路，湖北if[と[11国農民合組の二行準備!幸，]li慶，11'i:鹿市民， JI[ i支

の諸行，四川二十一軍および各省l1:i宮銭局の充券がある。上京ーは全銀行発券額の九05';以上

をしめるものとみられているので3 たとえば一九三四年〔民間二三年〉おげる全国銀行の充券

額は七億三千万冗前後と推計される。しかLなお銀行の報告は，発えか実額より IメI簡なけ算がな

されるものと考えられるから，おそらく八億元前後の祇幣が発行されていたものと推測される

。17

外国銀行の発券額は一九二ヒ年〈民国会六年〉の調査によれば次の通りである。18

銀 行 名|発 行 惚 額|中外貨幣換算比率|中国貨幣単位換算額

東方活関 1，690，338，306法 liヨミ==4角 676， 135， 3225亡

iλ 
iコ 湾 53，611，2671g 

l円ニ 1元

ljJJ =17ち

l寄港弗ニ 17己

124， 863， 873)c 回 南町4 124， 863， 873円

53，611，267元

一il出 且主
任"- 52，640，984杏港弗 52，640，984元

変 j氾利 1，984，334務 l磁 =10元 19，843，340尼

正 f金 8，71ラ， 661円 l円ニ l元 8，751，661元

Jffi 比 14，026，746法 1法 =4角 5，610，689元

有 'fU 1 234， 536ii事 1蕗ニ 10元 2，345，360元

美 登 I 890，050)1; 890，050元

花 旗 98，995弗 1弗=2元 197，9905己

徳 華| 崎 別 両 1雨ニ l元4角 67，687元
示 I ----..---.-.-1~.~9ん58，日|

その後の発券をj医豊，支力口利，有利の三行についてみれば次の通りである。19

年次一二二一 三|麦加 利 i竺一一円」一一三f -
1円 1(良両日記 1凡 2附 30 以 1仏 652 3，ω，363 I 1刊 1仏 ω

百五~~~_(5G)_1--~31 ， 27~--1~_ 竺示こ 3，豆町三示互
1933(民国均(元)1 竺:~ょ:;U-y00， 911 I 152，8九乙

一九三二年(民国二一年〉の外国銀行発券額は約五億疋，その額ば少なくない。しかしその全

額が中国本土に流通するのではない。上海，天津の租界地の流通が主である。上海においてー

17 察百I選， 我国銀行~aiJ度之幾笛問題， 社会科学， 第一巻，第二:ltJJ.
18 楊蔭涛， 中国金融論， PP. 223---224. 

lヲ r[I白銀行経済研究主， 中国fJ¥，¥ll'f!i3ff，反流通状況之解剖U， rl'行刀刊， 第一一巻，第二期.

(252) 



~ t 1国における紙判明L行の状況 493 

ミ!L二年〔民国ヅL年〉十二月五一八万五千元，一九三一年(民国二O年〉十二月三九八万一

千元，一九三二年(民国二一年〉六月四百万元， 七九三三年(民国二二年〉六月三一七万四千

元，天津において一九三三年(民国二二年〉七月四五O万元，一九三四年(民国二三年〉六月

一二八万二千元て、あるから，他地域の流通額は決して多くはないものと考えられる。20

銀行先換券は中外浪行をふくめて一九三五年(民国二四年〉の改革前は，大体八億から八億

五千万元の流通があったものと推測される。この中，中央， Cf.l国，交通の三国家銀行，券は一九

三四年(民国二三年〕約円億元，全流通叡の五(JJ{;をしめ，支配的な流通手段となっている。

これが中央，中国，交通の三国家銀行券を法幣となしえた最も重要な条件の a て、あったo 21 

V 紙幣の流 通 区 域

私票および省市銀〉は，その性格上，渡1¥1寸，省、市に流通が限定されることはいうまでもないが

全国に普辺的な営業機構をもっ銀行券も，いわゆる分区分行詰IJを採用するため，無制限流通は

判定地域に限定されざるをえなL、。このため組幣の疏通地械は，特殊の意味をもち，雑多な‘流

通紙幣を一括して流通地域の名を冠Lて，たとえば曜紗又は申紗(上海)，津紗(天津)， i!主紗

(漢口)，治主少(重慶)， 11長紗(雲南)，魯Z少(山東)，問主少〔福建)，晋紗(山西)，経紗

〔緩遠)，里紗(広東)等とよぶ。ついでにのべれば上掲の恥垣紗は最も信用高く，津紗，

漢紗の信用もまた佳良であった。22

省別に中国各銀行券の流通状況をみれば次の通りである 0
23

省ど一一一戸一一豆 一苧 一一戸一一一券

l中央，中国，交通，四明，中南，桁i'I異業，中国通商，中国農五中国実業主中国笠業，
江蘇 i|中国農民，農商.

よ腕 江 1 ~"央，中国，交通，中南，四日fj，術江興業，河江地方，中国農民.

安平 l竺L11E21空土FfJTF竺哩ERE-土ê8~.R:.一一 ← i 
福 建|中央，中国，交通，福建東南.

河 北 J 中央，中国，交通，福建辺業，中南，河北省，中国農工，大中，北洋保商.

河 南|中央，中国，交通，江南農工.

湖 jじ i中央，中国，交通，中南，四明，中国通商，湖北省.

湖 南 l中央，中国，交通，中南，中国農民，湖南省.

20 楊蔭涛， 銀潮中吾国紙幣現状及其応変政策， 英ノj、市編， 中国貨幣問題叢論， PP. 223-224. 
21 侯樹形， 我国銀行制度能勝任管理通貨乎， 呉小甫編， 上掲書， P.379. 

22 中国銀行経済研究室， 中国紙幣発行及其流通状況之解剖， 中行月刊， 第一一巻，第二期.

23 向金戸， !jl国YA幣的現状， rt"国経済， 第三主主， 第一二期.
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|vJf竺[リi 吹!也ド附央巴竺竺 Iぺ引吋!刊[

l 日山[i r臼y仔g 中央' 中国， 山E問可f省岱雪お， 絞問西A墾業， 菅綬j池:也白方欽路!

江 間 1中央， '11同，交通，r !-1r~'J，中国農工，中間実業，江r~~Ir{i民， f汗呂11f，Z工同建設!

広 東 広東省，広東ifj岨

広 TILj 広阿・

四 川 四JII地方， )i 1渓，定陵jlf民，二十_A~1契糧，四川美豊.

1雲 南|雲沼，官?u1a

i貴 月 中央，中国， ft州， E村.

i侠 回 中九中国，交通，問問符

上掲の外に官市の官銀銭号の紙幣がある。流通の最も普辺的なものは中央.'中国，交通の三

国家訟行券で，中南〔四行準慌底)，中国通i乱期江興業，中国農民，四明がこれに次ぐが，

幸市の流通は少ない。広東，広西の]可工，中央;に対立して半独立的な!吋経政市をとっている

ため，省iliII:恕行券の外は国家銀行，走/込営商業銀行の流通をみなL、02J

外国銀行券の流通を省別にみれば次の通りである 02fi

省 名| 釘流: 通銀 行 吟 |i (t匂守 名 iも流J甘泡i花i 通 叙 行 券 ! 
I主{!!戸ι{à~刊宇干γUUt午?ι引'!~_I己己一;コ以|(J-戸可予五K7J[I元而元j示一元元示I占占白一7土示瓦j土宇古玩:lj江ljLjL可;王王E坦j~， ~手垣量-4瓦，一-
?術制折i 江 ! 美豊 江

安 微|花依. 広

? 廷
l
美設 iJLILIE一生， J;!{万四，TE1M 

河 北;酷・ 1竺空J'f!:n涯理・

河 出 l

回，花注，変捌， IE色合F2 11
長 チトll東方泥珂

均七函7云Ii}~， 珂i一 一三!II Vcl __~r~fi~ 
山 東| 砧 li，束三省|正金，台湾，朝鮮・

外国銀行の中，去力問!j，程豊，有利の三銀行券が最も普辺的な流通をみせているが，流通の

中心は香港および上海，天津である。東方銀行の発券数量は最も多いがp安南隣度の雲南，

11i:升iにわずかに入っているにずさ?なL 、。 JE'-~，朝鮮，台 rL:の三銀行券は束三者に主として流通

し，中国本土の流通は少ない。

紙幣と流通地域との関係はも左より匝i定的でなく，発行機関の勢力消長vこ伴い時代的に異な

24 向てÎ):芦 .J二 f口論文 '1'間経済?~~-~~ :Yf:-， 第三'.!tn.
25 ヱ7氏 Î~~) r.l!出金湖資本論 P.121.
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るが，一地に流通ずる紙幣の菌類は数種から 1-数憧に透している。耳石:民j盤院し'Tfバjjliの素乱はな

はだしい四JII省に例をとれば，下記のやうな複椛な状況を示している 0
26

発行機関:紙幣面額|流 通
t

区域|発行地

中 間 銀 行 I10Tc， 57己， 1元川西北，川南， JII東 I成都，重慶.

主[豆銀行 I5'7G， 1フC:，5角， 1角 I jJ記者p，重度成都，重慶.

四川礼iUJ銀行 10JI:， 5)[:， 1治，ラ角， 2角二十-lji，Ij~部会LR. |成都，軍医.

山川主豊銀行 10元， 1)乙下川京~Hj. 主慶.

川 E長銀行 10元， 5}l:. ド)11東一清 I)日程.

平民銀行.5角宣慶歪陸.

建設銀行!日， bt. 重慶及附泣各県. li室長室.
!日比， 2口元， デコつτ| 一 | 

H 川i!耳北銀行 ラ角，2)'fJ， 1角 lU7G，::07G， 17l;， 1 J11西北・ |三台・

来興誠銀行 I10元，日， 1元. |jl!西， JI向.一一一一 ! 

盛 益 銀 行 20ft， 1口元， j;t. I m都及上川南 IIJ見出.

この外，年代的には必ずしも A致しないが9 交通， 1春川源，大仁[1，

および四川官銀号，二十一軍の諸紙幣がある 027

四h省、の各行

このやうに」地に多訟の発行機関が存在し，発券を競争することになれば，いきおし、発行機

閣の信用の!乎薄，準耐の多寡によって幣i国を具に L，打歩， II占水を必、廷とし，使用上の繁雑に

加えて民生に及ぼすj良夫は計り会[iれないものがあった

日結 E吾

いわゆる地方分権のj情果，

あるのみであったJ 地方諸侯は，同時に大地主三あって，経済と絶大:な J土配力を'もち，か

くて地方諸侯は政治，経済にわたる権力者であった。

地方諸侯を地方不問に書住えるとすれば，上記の文;ヰむよそのまま近代「;'国む払述するうと章と

なるであろうっ

いうまでもなく，民国革命以後の中国社会を封建社会ということはでさない。西洋文明の刺

26 菜作用， 四;1開始Ij素吉L之-'，与祭， 東方雑誌， 第四二巻，第二二三f.
27 呉扇情， 中目的銀行， P.138. 

五承志， '11国企本論， P.6. 
28 突:法路 IJlHt， P.138. 
説2室内~ ~.:! l:.'I;官 11 1 刀目紙防止!;泊J~J--t応変政策， !il;小 rjl国1¥';1'1} n ¥j ;IIl ii~f:ð市ì， P.223. 
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戟をうけヱ商業の発展があり，それにつれて貨幣の需要も増加し封建的経済は次第に崩壊し

て資本主義的社会が芽ばえ，中国の生産様式はL、ちじるしく変化した。民国草命はこうした変

化に対応する社会変主主であって，民国革命を転機として，中国経済は激烈な変質の過渡時期に

入った。軍閥は封建諸侯の，いわば過渡的変容にほかならない。

軍関は民国革命後地方における事実上の主権者であって，任意に貨幣を発行し，財経を望断

した。清末において最も支配的な流通貨幣は銅幣の制銭であるが，第一次世界大戦中，銅(面の

高騰から大量に輸出され，流通手段のはなはだしい欠之を招L、た。一九一五年(民国四年〉か

ら一九一八年(民国七年)の聞に山東省の制銭は，ほとんど全部輸出されたといわれる。29[培

に銅元が鋳造され，ブ三いに歓迎された。軍閥支配の各省はこの機にのぞんでさかんに造幣廠を

おこ L，銅元を乱鋳した。さらに軍費捻出のため省立市銀行を創設し，あるいは官銀銭号を改

組して銀行とし祇幣を乱発して財政庫救済の手段とした。

授がL、もなく，外国銀行の自由発券に認められるように，外国勢力の制肘もまた紙幣乱行の

ー、大素因である。 Lかし紙幣乱行の最大素因は，地方軍閥の盤居で、あった。

民国革命以来，中国の採用した発券政策は，統一発行制で、あった。それにもかかわらず，実

際において多数発行制を許容ぜざるをえなかったのは，要するに統一発行信Ijを可能ならしめる

客視的条件がし、まだ成熟していなかったためである。客視的条件とはいうまでもなく政治的，

経済的統ーである。

一九三五年(民国二四年〉法幣による紙幣整理は一九二八年(民国 a 七年)南京政府の樹立，

一九三三年〈民国二二年〉廃両改元にみられる政経両面における統一工作の進展に負うもので

あるO それにしても広東，広西の軍関が国民政府に屈服し，法幣を受入れるにいたったのは』‘

九三六年(民国二五年)七月のことであった030

(昭和31年4月26日受理)

29 劉子文， 中国貿符的統一問題， 央小甫編， 中国貨幣問題議論， P.271. 

揚玉渚， 従中国経済説達中国政治， 中国経済， 第一巻，第六期.
30 仁林， 幣制統一与我国経済， 中央経済刃刊， 第二巻，第一号.

玉承志， 中間金融資本論， P.4. 
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